
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ひとこと＞日本ハムの斉藤投手効果で、東葛地区がにわかに？盛り上がりましたね。 

〔発行〕 社会福祉法人 生活クラブ 柏市地域生活支援センター あいネット 
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１
月
１
８
日
（
火
）
柏
市
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
連
絡
調
整
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
会
議
は
、あ
い
ネ
ッ
ト
と

行
政
が
、相
互
理
解
の
基
に
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
事
で
、質
の
高
い
事
業
展

開
を
目
指
す
事
を
目
的
に
、
年
２
回
開

催
さ
れ
ま
す
。今
回
は「
就
労
」を
テ
ー
マ

に
し
た
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
市
役
所
か
ら
福
祉
活
動
推
進

課
、商
工
振
興
課
、生
活
支
援
課
、障
害

福
祉
課
、民
間
か
ら
は
か
し
わ
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

最
初
に
あ
い
ネ
ッ
ト
か
ら
業
務
内
容
や

実
績
に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。あ
い

ネ
ッ
ト
の
相
談
実
績
で
は
、支
援
の
方
法

は
来
所
よ
り
も
訪
問
件
数
の
方
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。ま
た
、
相
談
内
容
と
し

て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
、
経
済
的

問
題
の
相
談
、傾
聴
が
多
い
と
い
う
傾
向

に
あ
り
ま
す
。 

次
に
商
工
振
興
課
、か
し
わ
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
生
活
支
援

課
、障
害
福
祉
課
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
就
労

支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

 〈
商
工
振
興
課
か
ら
〉 

「
柏
市
雇
用
に
係
る
支
援
対
策
事
業
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。取
り
組
み
と

し
て
は
、若
者
、フ
リ
ー
タ
ー
、ニ
ー
ト
、

女
性
や
中
高
齢
者
等
の
就
労
を
応
援

す
る
た
め
に
、就
労
者
や
求
職
者
に
対

し
て
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
企
業
合
同
説
明

会
の
開
催
、
合
同
説
明
会
に
参
加
し

た
求
職
者
を
雇
用
し
た
際
に
は
企
業

へ
の
奨
励
金
の
交
付
、ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
座
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。 

  

 

〈
か
し
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
〉 

Ｈ
２
２
年
度
４
月
～
１
２
月
の
活
動
概

況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。新
規
登
録

者
数
は
１
５
５
名
、利
用
者
の
居
住
地

で
は
柏
在
住
の
利
用
者
が
最
も
多

く
、年
齢
層
で
は
２
５
～
２
９
歳
の
方

が
最
も
多
い
で
す
。
学
歴
別
で
は
短

大･

大
学
卒
の
方
の
利
用
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。発
達
障
害
の
方
の

利
用
が
今
年
は
増
え
て
お
り
、
障
害

者
は
利
用
者
全
体
の
６
０
％
を
超
え

る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

 〈
生
活
支
援
課
か
ら
〉 

就
労
相
談
員
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。就

労
相
談
員
は
週
１
回
生
活
支
援
課
に

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。対
象
は
稼
動
年

齢
層
で
求
職
が
見
込
ま
れ
る
者
で
す
。

本
人
の
希
望
を
踏
ま
え
、
求
人
情
報

の
提
供
、
履
歴
書
記
入
や
面
接
時
の

ア
ド
バ
イ
ス
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
同
行
等

を
行
い
ま
す
。
就
労
支
援
の
実
績
で

は
、
雇
用
環
境
の
悪
化
等
の
問
題
も

あ
り
、
就
労
を
し
た
方
は
非
正
規
就

労
が
多
く
、
正
規
雇
用
就
労
は
少
な

い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 〈
障
害
福
祉
課
か
ら
〉 

Ｈ
２
３
年
４
月
に
設
置
さ
れ
る「
柏
市

障
害
福
祉
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。設
置
場

所
は
柏
市
教
育
福
祉
会
館
１
階
及
び

２
階
の
一
部
で
す
。対
象
者
は
市
内
在

住
の
身
体
・
知
的
・
障
害
・
発
達
、高
次

脳
機
能
障
害
の
方
。原
則
、障
害
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
方
も
し
く
は
所

持
見
込
み
の
方
で
す
。 

 

 

 

１
月
１
５
日
（
土
）に
柏
市
主
催
の「
高

次
脳
機
能
障
害
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、

あ
い
ネ
ッ
ト
か
ら
も
参
加
し
て
き
ま
し

た
。当
日
は
、
福
祉
関
連
の
施
設
の
方
々

や
、学
校
の
先
生
な
ど
色
々
な
方
が
熱
心

に
講
師
の
渡
邉
修
先
生
の
話
を
聞
か
れ

て
い
ま
し
た
。 

「
高
次
脳
機
能
障
害
」
は
、
脳
が
何
ら

か
の
原
因
（
外
傷
、
脳
出
血
等
）
で
損
傷

を
受
け
脳
の
一
部
機
能
が
低
下
ま
た
は

失
う
障
害
で
す
。損
傷
を
受
け
た
脳
の
場

所
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
で
て

き
ま
す
。 

①
左
脳
の
場
合
、
話
す
・
聞
く
・
読
む
・

書
く
等
の
言
語
上
の
問
題
が
出
た
り
、

歯
磨
き
の
や
り
方
が
分
か
ら
な
く
な

る
等
慣
れ
た
行
動
が
で
き
な
く
な
る
、

家
族
を
見
て
も
分
か
ら
な
い
等
の
問

題
が
で
ま
す
。 

②
右
脳
の
場
合
は
、い
つ
も
身
体
の
同

じ
側
を
ぶ
つ
け
る
、階
段
の
奥
行
が
分

か
ら
な
く
な
る
等
の
空
間
認
識
が
で

き
な
く
な
る
。よ
く
知
っ
て
い
る
道
で

迷
う
。 

③
前
頭
葉
の
場
合
は
、ま
た
日
常
生
活

や
仕
事
の
計
画
や
実
行
が
で
き
な
く

な
る
。さ
ら
に
は
、
注
意
が
続
か
な
く

な
り
、そ
わ
そ
わ
し
た
り
気
が
散
り
や

す
く
な
る
。怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
、
何

も
や
る
気
が
起
き
な
か
っ
た
り
感
情
面

で
の
障
害
も
で
て
く
る
そ
う
で
す
。 

特
に
感
情
面
や
注
意
面
の
障
害
は

他
の
疾
患
と
区
別
し
に
く
い
た
め
、
別

の
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
し
ま
い
、
高

次
脳
機
能
障
害
と
し
て
の
適
切
な
医

療
を
長
期
間
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
そ
う
で

す
。相
談
員
と
し
て
適
切
な
医
療
へ
の

繋
ぎ
も
重
要
な
役
割
に
な
り
ま
す
。で

き
る
だ
け
広
い
視
野
で
相
談
者
の
方

を
み
て
適
切
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

障
害
福
祉
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特

色
と
し
て
は 

①
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
正
確
に
出

し
、専
門
性
の
高
い
支
援
に
つ
な
げ
る

②
ケ
ー
ス
会
議
の
実
施
を
市
内
就
労

支
援
機
関
と
定
期
的
に
実
施
す
る 

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

あ
い
ネ
ッ
ト
が
直
接
的
に
就
労
の
お
手

伝
い
を
す
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、相
談
者
の
中
に
は
就
労
を
希
望
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。今
回
の

会
議
を
通
し
て
、「
就
労
」に
向
け
た
サ
ー

ビ
ス
が
多
く
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。相

談
者
に
対
し
て
適
切
な
情
報
提
供
が
出

来
る
よ
う
、
今
後
も
多
く
の
情
報
を
収

集
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

１月１５日開催。会場には、重症心身障害者の家族、支援機関など１００名が参

加されていました。 

シンポジストは、兵庫県伊丹市、西宮市で重症心身障害者の日中活動、短期

入所、訪問看護、入所、地域活動拠点などに取り組まれている方々。地域参加を

念頭にした、重症心身障害者の方の支援への熱い思いを感じました。 

シンポジストが本人を中心としたネットワークの中で感じる「重心施設が設置

されることでの変化」は①本人たちが２４時間同じ場所に居続けることが無くな

った②今の本人の輪の中に、様々な機関が参入し③本人とともに他の機関が育

っていくことである、とのこと。シンポジストからは、施設や医療機関でなく『本

人』を中心に置いた支援を展開していくことが重要との話がありました。 

今後この東葛地区にも、重心施設が建設される予定で話し合いが進んでいま

す。施設が出来ることがゴールでなく、この地域で重症心身障害者の方とともに

暮らすために必要なネットワークを築くきっかけとして、これからも動向に注目し

たいと思います。 

mailto:ainet@shafuku-s-club.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ◇こちらのコーナーへ掲載希望の方は、あいネット（電話：０４-７１６５-８７０７ＦＡＸ：04-7165-8709）まで◇ 

講演名 日 時 場 所 費用 申込み 問合せ先他 

助け合い活動から～みんなの安心

のために～ 

 

講師:堀田きみ さん 

ミニしんぶん「オーイ老い」発

行人 

2/25（金）

13:45 

～15:30 

アミュゼ柏市民プラザ

(柏市柏 6-2-22) 

 

JR 常磐線/東武野田線

柏駅下車。東口より 

徒歩 7分。 

200 円 
(資料代)

必要 

先着 100 名

主催:生涯現役ときわ会 

後援:柏市・柏市社会福祉協議会 

流山市・我孫子市等 

 

問い合わせ・申し込み 

・小島琢夫 T＆F 04-7169-0166 

Takuo-kojima@jcom.home.ne.jp 

 
NPO 支援財団研究会・千葉県シンポ

ジウム～地域社会の活性化のため

に「民間助成金をどう活かすか」～ 

 

 

講師:松原あきら 氏 

  NPO 法人シーズ・市民活動を支

える制度をつくる会副代表理

事 

2/26（土）

13:00 

～18:00 
(12:30 開場)

 

千葉市ビジネス支援セ

ンター   

会議室 1・2・3 

(千葉市中央区中央 

4-5-1)きぼーる 13 階 

｢千葉駅徒歩 15 分、京

成千葉中央駅徒 5分｣ 

 

1000 円 必要 

先着 100 名
(〆切 2/23) 

主催:NPO 支援財団研究会  

NPO 法人ちば市民活動・市民事

業サポートクラブ 

協力:千葉県  

ちば NPO 協議会等 

 

問い合わせ:特定非営利活動法

人ちば市民活動・市民事業サポ

ートクラブ 

TEL:043-303-1688 

 

心の病を知る講演会 第 10 回記念

シンポジウム～”助けて”といえる

地域づくりに向けて「心の病の理解

と地域における支援」 

 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ:永桶 静佳 さん 

(柏市地域生活支援センターあいネ

ット所長) 

2/26（土）

13:30 

～16:00 

柏市教育福祉会館 

(中央公民館)5 階講堂 

無料 当日、直接 

会場へお越

し下さい。 

先着 180 名

主催:柏市社会福祉協議会・精神

障害者家族会よつば会 

 

問い合わせ： 

柏市社会福祉協議会 地域支援

課 TEL:04-7165-0880 

 

{Dy:y}Yy(2011.02/NO.82) 

6dop 

あいネットが気になる街の事業所にお邪魔します。 

 

 

「ういず」の子育てひろば は「食育」をテーマにした乳幼児親子の

ひろばです。食育を通して、子どもに食べる喜びを知ってもらうねらい

があります。また、子どもが苦手な野菜も美味しく食べやすく調理され

ているので、お母さんのレシピにも役立ちます。代表の北田さんは「食

事を大切にするということは家族を大切にすることと同じ意味を持ちま

す」とおっしゃっていました。 
 
ひろばに集まるお母さんとお子さんは、入園前の 2 歳児までの親子が

中心です。月 2 回、金曜日 11:00～13:00 まで活動しています。活動内容

としては、リトミック教室・体操・わらべ歌等、多岐に渡ります。各回

ごとにその分野の専門の方がボランティアとしていらっしゃいます。お

母さん、お子さん共に笑顔がたえず、とても居心地が良く自然とこちら

も笑顔がこぼれてしまうひと時を過ごさせていただきました。 
ひろばの決まりは『みんなで一緒にお昼を食べる』こと。離乳食の持

ち込みは OK。参加者もスタッフもボランティアも全員でお昼を食べま

す。お昼は生活クラブ生協千葉の安心・安全・美味しい食材を使った昔

懐かしい和風の献立です。今日の献立は、キノコと竹輪のきんぴら・す

いとんとかぼちゃの味噌汁・豆腐チャンプルー・里芋の黒ごまマヨあえ

でした。昼食ごとにレシピを配るので地域のお母さん必見です。 
うぃずのひろばはスタッフ・地域の方・ボランティア・専門家等、地

域の個人や団体が参画して、支えられています。 最後に、北田さんよ

り「気軽にいらして下さい、美味しい食事を作って待ってます」とメッ

セージをいただきました(ちなみに現在、お父さんの利用の方はいません

が、いつでも大歓迎だそうです) 

問い合わせ先：ワーカーズコレクティブうぃず 

住所：柏市松葉町 3-15-1 

TEL：04-7134-7201 

 


